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論文内容の要旨
本論文は、近代日本の社会科学が「植民地社会科学」として展開する過程を問題としようとするo 序章では「植民
地社会科学」という問題設定が、近代日本の植民地問題に対する社会科学の積極的関与及びその内的な文脈を問う点
に意義をもつことを強調する o
第 I 章 íí植民地社会科学」の成立まで」では、台湾統治をめぐる論争にふれた後、初期の「植民政策学」の問題
意識を、フランス型の「同化主義」を排しイギリス型の「自治主義」を主張した竹越与三郎を中心に論じた上で、そ
うした政策学とは区別される社会科学的な意味での「植民政策学」の確立を矢内原忠雄にみる。その特徴は、初めて
本格的に「ナショナリズム」の論理と「開発」の論理の連関を主題として設定した点にあった。
第 E章 ííアジア(的)社会論」としての「植民地社会科学」の展開一一平野義太郎を中心に」では、マルクス主
義的な民族・植民地問題研究が、国内外の論争の影響下で、アジア社会の「専制と停滞」を強調する傾向をもち、植
民地ナショナリズムの発展の方向を十全に展望しえなかった隆路を平野義太郎を中心にみる o その結果、変革=解放
をめざしたはずのマルクス主義的社会科学が、「アジア的共同体」に対する積極的評価に転じ、まさしく「植民地社
会科学」として「大東亜共栄圏」構想に関与していったのであった。
第E章「戦時期「南方調査」における「植民地社会科学」一一東畑精ーと比島調査委員会を中心に」は、非マルク
ス主義的社会科学の立場からの「植民地社会科学」を扱う。まず「南方調査」の制度化過程を概観した後、東畑の
「複合社会」把握を紹介する。そのうえで、東畑も参加して占領下のフィリピンで行われた現地調査について詳細に
検討し、それが「開発」の局面で生じる異文化接触の問題に注目しつつも、土地改革要求などのナショナリズムの政
治的側面を分析から排除するものであったことを指摘する。
終章「ポストコロニアルの「植民地社会科学JJ は、敗戦による「植民地社会科学」の解体が、日本社会科学の植
民地経験のとらえ直しを回避させるとともに、戦後の「開発途上地域」研究に繋がったことを、戦後の平野や東畑の
言説分析を通じて明示する o
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論文審査の結果の要旨
本論文の主題は壮大なものであるが、記述はきわめて堅実である。申請者は、山本有造教授との共編で['(近代日
本の南方関与〉に関する戦後日本刊行文献目録(稿).] (京大人文研、 1999) を刊行し評価を得ているだけに、ひろく
史料を収集し先行研究へも十分に目配りした上で論を進める手法は、説得力をもっているといえる o
近年、戦後の国民国家的社会システムの淵源を、総力戦体制下での「強制的均質化」に求めようとする問題意識が
台頭している。本論文は、この傾向を念頭におきつつ、「植民地社会科学」という概念を通じて、戦後の日本社会科
学が、「知の総動員」体制下ともいうべき時期でのそれと連続面を有していることを明らかにした点に、オリジナリ
ティをもっ。とりわけ第E章では、東畑精ーとその周辺の社会科学者たちが、戦時期の「植民地統治の学」から戦後
の「開発のための学」へと転換してし、く過程を多面的に分析し、その可能性と問題点を細かく評価している点は注目
に値する o
とはいえ若干の問題点も存在している o 中国社会史論戦の紹介は貴重であるが、ほほ同時期に行われた日本資本主
義論争との立ち入った比較が求められよう。平野義太郎に内在した分析に関しては、平野のなかにあった発展論的視
角と類型論的視角の整理と評価がなお不明確である o また平野の植民地認識と天皇制認識との連関について何らかの
展望を示すことが期待されるところである o
しかしながらこれらの諸問題は、本論文の到達した成果を損なうものでなく、むしろ今後の課題として考えられる
べきものである。よって本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしい内容を有するものと
認定する o
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